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な
わ
ち
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
九
海
上
保
険
の
創
生
時
代
よ
り
海
上
保
険
取
引
に
お
け
る
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
危
険
は
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
す
海
上
保
険
者
は
一
切
の
航
海
に
関
す
る
危
険
を
原
則
と
し
て
負
担
す
る
建
前
を
と
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
に
「
危
険
包
括
負
担
の
原
則
」
(
G
r
u
n
d
s
a
t
x
d
e
r
 a
―lg
e
m
e
i
n
e
n
 G
e
f
a
h
r
e
n
d
e
c
k
u
n
g
)
ま
た
は
「
包
括
責
任
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る
。
周
知
の
如
く
、
大
陸
法
系
の
諸
国
の
法
律
お
よ
び
約
款
は
現
在
に
お
い
て
も
等
し
く
こ
の
原
則
を
採
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
何
れ
の
国
の
海
上
保
険
書
に
お
い
て
も
、
大
な
り
小
な
り
こ
の
原
則
に
論
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
行
の
法
律
ま
た
は
約
款
の
解
釈
に
関
連
し
て
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
原
則
が
当
然
の
も
の
と
し
て
一
応
の
解
説
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
法
律
解
釈
論
の
範
囲
に
お
い
て
は
こ
の
程
度
で
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
進
ん
で
こ
の
原
則
の
発
生
事
情
、
そ
の
変
遷
、
現
在
に
継
承
さ
れ
た
理
由
、
そ
の
現
代
的
意
義
等
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
英
国
海
上
保
険
証
券
の
危
険
約
款
は
地
中
海
約
款
の
翻
訳
又
は
継
承
と
目
さ
れ
、
当
然
に
包
括
責
任
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
約
款
の
文
言
解
釈
も
変
化
し
て
き
た
。
こ
と
に
「
海
固
有
の
危
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
亀
井
利
明
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危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
険
」
（
perils
o
f
 t
h
e
 
s
e
a
s
)
 
の
概
念
が
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
且
つ
「
総
括
的
文
言
」
(
g
e
n
e
r
a
l
w
o
r
d
)
 
釈
原
則
が
採
用
さ
れ
る
に
至
る
と
、
包
括
責
任
主
義
は
完
全
に
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
列
挙
従
っ
て
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
危
険
約
款
の
変
遷
で
あ
り
、
そ
の
海
上
保
険
が
冒
険
貸
借
よ
り
蝉
脱
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
如
く
今
日
の
通
説
で
あ
る
。
冒
険
貸
借
は
遠
く
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
そ
の
起
源
を
有
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
資
本
主
と
冒
険
商
人
と
の
消
費
貸
借
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
そ
の
条
件
は
当
該
航
海
が
無
事
遂
行
さ
れ
た
な
ら
ば
元
金
と
と
も
に
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
、
海
難
、
海
賊
、
戦
争
等
の
「
航
海
の
危
険
」
(les
r
i
s
q
u
e
s
 
d
e
 v
o
y
a
g
e
)
 
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
達
し
得
な
い
と
き
に
は
そ
の
程
度
に
応
じ
て
返
済
を
要
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
金
の
前
貸
と
危
険
の
引
受
と
を
同
時
に
約
定
す
る
冒
険
貸
借
は
十
三
世
紀
の
イ
ク
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ボ
ル
ド
ガ
ル
等
の
地
中
海
沿
革
都
市
の
貿
易
事
情
に
支
え
ら
れ
て
益
々
発
展
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
史
実
の
示
す
如
く
―
二
三
0
年
の
ロ
ー
マ
法
王
グ
レ
ゴ
リ
オ
九
世
の
徴
利
禁
止
令
に
よ
る
冒
険
貸
借
の
禁
圧
、
冒
険
航
海
の
航
海
危
険
を
他
に
転
嫁
す
る
経
済
的
必
要
性
等
に
よ
っ
て
、
冒
険
貸
借
は
危
険
引
受
の
み
を
行
う
無
償
貸
借
、
仮
装
売
買
契
約
へ
と
改
変
さ
れ
、
海
上
保
険
ヘ
と
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
冒
険
貸
借
に
お
い
て
冒
険
商
人
が
資
本
主
に
転
嫁
し
た
危
険
は
航
海
に
伴
う
一
切
の
危
険
で
あ
っ
て
、
資
本
主
は
危
険
負
担
に
関
し
て
包
括
責
任
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
d
危
険
負
担
に
関
す
る
冒
険
貸
借
の
包
括
責
任
制
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
海
上
保
険
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
最
古
解
釈
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
主
義
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
（
亀
井
）
四
〇
に
新
し
い
解
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（
亀
井
）
意
味
し
、
後
者
は
包
括
責
任
主
義
の
強
調
を
意
味
す
る
。
の
純
粋
の
海
上
保
険
証
券
た
る
一
三
八
四
年
の
。
ヒ
サ
の
稲
荷
保
険
証
券
に
お
い
て
は
、
よ
り
生
ず
る
と
を
問
わ
ず
凡
て
の
危
険
及
び
如
何
な
る
方
法
た
る
と
を
問
わ
ず
其
発
生
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
凡
て
の
事
故
、
凡
て
の
危
険
若
く
は
凡
て
の
災
厄
]
(
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の
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
危
険
負
担
文
言
は
危
険
の
発
生
原
因
、
そ
の
形
態
の
如
何
を
問
わ
ず
文
字
通
り
一
切
の
海
上
危
険
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
次
い
で
古
い
海
上
保
険
証
券
は
一
三
九
七
年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
保
険
証
券
で
あ
っ
て
、
そ
の
危
険
約
款
は
危
険
の
包
括
負
担
に
加
え
て
担
保
危
険
の
例
示
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
神
の
危
険
（
不
可
抗
力
）
、
方
及
び
敵
の
危
険
）
、
火
災
、
投
荷
、
四
「
神
意
に
よ
る
と
海
よ
り
生
ず
る
と
又
、
人
為
w
e
l
c
h
e
s
 
a
u
f
 
i
r
g
e
n
d
e
i
n
e
 
W
e
i
s
e
 
e
n
t
s
t
e
h
e
n
 
k
g
n↓
e, 
m
g
e
 d
i
e
 
海
固
有
の
危
険
、
国
民
的
危
険
（
味
王
侯
、
団
体
そ
の
他
凡
ゆ
る
人
の
行
為
に
よ
る
差
押
、
拿
捕
又
は
捕
獲
、
抑
留
の
危
険
が
例
示
③
 
さ
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
一
切
の
危
険
を
負
担
す
る
旨
の
総
括
的
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
険
者
の
負
担
す
る
危
険
を
例
示
的
に
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
以
後
の
海
上
保
険
証
券
は
専
ら
か
か
る
方
式
を
採
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
の
危
険
約
款
を
見
る
と
船
員
の
悪
行
を
例
示
危
険
又
は
免
責
危
険
と
し
て
取
扱
っ
て
お
り
、
④
 
「
予
想
さ
れ
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
強
調
的
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
船
員
の
悪
行
の
取
扱
の
不
統
一
を
当
時
の
保
険
理
論
や
保
険
技
術
は
極
め
て
幼
稚
で
あ
っ
て
、
危
険
の
分
類
、
そ
の
発
生
確
率
、
合
理
的
保
険
料
率
の
算
定
等
の
知
識
が
不
充
分
で
あ
り
、
保
険
者
の
負
担
す
る
危
険
に
つ
い
て
も
発
生
原
因
を
問
わ
ず
且
つ
海
上
に
お
い
て
生
起
す
る
一
切
の
事
故
を
無
差
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
次
い
で
、
総
括
的
文
言
に
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危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
そ
の
保
険
篇
第
二
六
別
に
担
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
険
技
術
の
発
展
と
貿
易
の
発
展
に
よ
り
、
保
険
者
側
に
お
い
て
は
危
険
包
括
負
担
の
責
任
を
過
重
に
感
ず
る
よ
う
に
な
り
、
同
様
に
被
保
険
者
側
も
危
険
の
包
括
的
転
嫁
の
対
価
た
る
保
険
料
の
支
払
を
苦
痛
と
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
保
険
者
は
免
責
約
款
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
負
担
責
任
と
損
害
填
補
責
任
を
制
限
し
、
も
っ
て
保
険
料
の
低
減
を
計
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
造
船
技
術
の
発
達
に
よ
る
船
舶
の
大
型
化
、
そ
れ
に
積
載
さ
れ
る
貨
物
の
大
量
化
に
よ
っ
て
付
保
危
険
が
巨
大
化
し
、
保
険
者
の
責
任
が
過
重
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
も
、
免
責
約
款
の
活
用
に
よ
っ
て
海
上
保
険
創
生
期
よ
り
踏
襲
し
て
き
た
包
括
責
任
主
義
の
原
則
論
を
放
棄
す
る
必
要
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
近
代
的
海
上
保
険
立
法
と
い
わ
れ
る
一
六
八
一
年
の
O
r
d
o
n
n
a
n
c
e
d
e
 la 
m
a
r
i
n
e
に
お
い
て
も
、
固
条
は
G
u
i
d
o
n
約
款
の
規
定
を
継
承
し
次
の
如
く
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
―
'
S
e
r
o
n
t
 
a
u
x
 
risques 
d
e
s
 
assureurs 
toutes 
pertes 
&
 d
o
m
m
a
g
e
s
 qui 
arriveront 
sur 
m
e
r
 p
a
r
 
t
e
m
p
e
t
e
s
`
n
a
u
f
r
a
g
e
s、
e
c
h
o
u
e
m
e
n
s
,
a
b
o
r
d
a
g
e
s
`
c
h
.
a
n
g
e
m
e
n
s
 
d
e
 
route、
d
e
v
o
y
a
g
e
 
o
u
 d
e
 v
a
i
s
s
e
a
u
`
j
e
t、
feù
g
u
e
r
r
e
`
r
e
p
r
e
s
a
i
=
e
s
`
&
 
g
e
n
e
r
a
l
e
m
e
n
t
 
toutes 
autres 
fortunes 
d
e
 
m
e
r
.
"
 
prises̀
 
p
i
l
l
a
g
e
`
o
m
i
t
 
d
e
 
Prince、
d竺
claration
d
e
 
「
暴
風
雨
、
難
破
、
坐
礁
、
衝
突
、
航
路
・
航
海
若
く
は
船
舶
の
変
更
、
投
荷
、
火
災
、
捕
獲
、
掠
奪
、
君
主
の
抑
止
、
戦
争
の
宜
言
、
報
復
並
び
に
そ
の
他
一
切
の
海
上
事
故
に
よ
っ
て
、
海
上
で
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
一
切
の
減
失
又
は
損
傷
は
保
険
者
こ
れ
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
す
る
」
こ
の
規
定
は
後
述
す
る
如
く
、
保
険
者
は
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
(Les
assureurs 
re p
o
n
d
e
n
t
 
d
e
 toute 
⑥
 
fortune 
d
e
 m
e
r
)
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
包
括
責
任
主
義
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
語
学
上
な
い
し
用
語
上
の
若
干
の
修
正
を
受
け
た
上
一
八
0
七
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
商
法
典
第
三
五
0
条
に
引
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い
な
。
そ
の
他
大
陸
諸
国
の
法
律
に
大
な
る
（
亀
井
）
四
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べ
き
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
ド
イ
ツ
の
海
上
保
険
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
⑧
 
慣
習
法
が
＾
ン
プ
ル
グ
に
伝
え
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
も
古
い
保
険
契
約
は
、
，
 
て
、
こ
れ
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
約
款
を
採
用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
試
次
い
で
古
い
保
険
契
約
は
一
五
九
0
年、
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
取
引
慣
習
に
従
っ
て
お
り
、
ol 
H
u
 
ま
で
こ
れ
が
続
け
ら
れ
た
。
元
来
、
四
（
当
時
オ
ラ
ン
ダ
の
一
部
）
か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
約
款
及
び
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
慣
習
(
G
e
w
o
h
n
t
e
e
n
d
s
 C
o
s
t
u
y
m
a
 
v
a
n
 
A
n
t
w
e
r
p
e
n
)
並
び
に
約
款
は
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
主
義
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
れ
又
は
予
想
さ
れ
な
い
事
故
(
O
―le
g
n
d
e
r
e
n
b
e
d
a
c
h
t
e
n
 
u
n
d
 
u
n
b
e
d
a
c
h
t
e
n
 
Z
届―
le)
一
五
九
一
年
の
も
（
当
時
オ
ラ
ン
ダ
の
一
部
）
を
介
し
て
地
中
海
の
慣
習
並
び
に
約
款
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
危
険
約
款
は
註
4
で
言
及
し
た
如
く
包
括
責
任
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
よ
り
移
植
さ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
海
上
保
険
証
券
の
危
険
約
款
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
包
＾
ン
プ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
第
五
篇
第
一
条
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
次
の
如
き
規
定
で
あ
っ
す
な
わ
ち
、
暴
風
雨
(
S
t
u
r
m
)
以
下
の
例
示
危
険
と
、
本
法
令
又
は
契
約
に
お
い
て
除
外
さ
れ
ざ
る
限
り
、
そ
の
他
一
切
の
予
想
さ
に
よ
っ
て
船
舶
又
は
積
荷
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
一
切
の
危
険
及
び
一
切
の
損
害
を
保
険
者
が
負
担
す
る
(
D
e
r
A
s
s
e
c
u
r
a
d
e
u
r
 
trogt 
a
―len 
Risiko 
u
n
d
 
G
e
f
a
h
r
,
 
S
c
h
a
d
e
n
 
u
n
d
 
Verlust)
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
の
精
神
は
一
八
六
一
年
旧
ド
イ
ツ
商
法
典
第
八
二
四
条
に
継
承
さ
れ
、
外Hu
 
商
法
第
八
二
0
条
に
具
現
さ
れ
て
い
る
。
1
 
h"-
以
上
の
よ
う
な
仏
法
及
び
独
法
と
同
種
の
規
定
は
他
の
大
陸
諸
国
の
法
律
規
定
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
陸
法
括
責
任
主
義
で
あ
っ
た
。
Û 
H
u
 
こ。t
 
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
且
つ
現
行
ド
イ
ツ
一
七
三
一
年
ハ
ン
プ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
の
制
定
一
五
八
八
年
の
＾
ン
プ
ル
グ
保
険
証
券
で
あ
っ
136 
レ
ー
メ
ン
市
場
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
年
に
。
＾
リ
ー
・
マ
ル
セ
イ
ュ
統
一
保
険
証
券
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
一
八
六
五
そ
の
各
々
の
第
一
条
は
危
険
条
項
で
あ
っ
て
危
険
包
括
負
一
八
五
0
年
頃
に
は
。
＾
リ
ー
・
ボ
ル
そ
れ
が
次
第
に
保
険
市
場
単
位
に
統
一
化
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
同
系
の
諸
国
に
お
い
て
は
海
上
保
険
に
関
し
て
危
険
包
括
負
担
の
原
則
を
伝
統
的
に
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
は
以
上
の
よ
う
に
先
ず
約
款
又
は
慣
習
の
中
に
見
出
さ
れ
、
こ
れ
が
法
律
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
法
律
制
定
以
後
の
約
款
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
先
ず
、
国
に
お
い
て
は
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
各
保
険
者
は
別
々
の
保
険
証
券
を
使
用
し
て
お
り
、
し
、
こ
れ
が
や
が
て
全
国
的
な
統
一
保
険
証
券
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
ウ
海
上
保
険
証
券
(Polices
d
'
A
s
s
u
r
g
n
e
e
 
M
a
r
i
t
i
m
e
 
d
e
 
Paris 
et 
d
e
 
B
o
r
d
e
a
u
x
)
と
マ
ル
セ
イ
ュ
地
方
海
上
保
険
証
券
A
s
s
u
r
g
n
e
e
 
M
a
r
i
t
i
m
e
 
d
e
 
lo 
place 
d
e
 M
o
r
s
e
i
=
e
)
と
が
存
在
し
て
い
た
。
ハ
引
[
hu~ 
担
の
原
則
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
商
法
典
の
規
定
と
殆
ん
ど
大
差
な
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
(Police 
d' 
一
八
七
三
年
に
統
一
船
舶
保
険
証
券
及
び
統
一
貨
物
保
険
証
券
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
aw 
h
u
 
ロ郵
の
数
度
の
改
正
を
見
た
。
現
行
の
も
の
は
一
九
四
一
年
制
定
の
船
舶
海
上
保
険
証
と
一
九
四
四
年
制
定
の
貨
物
海
上
保
険
証
券
で
あ
りhu
 
る
。
前
者
の
第
一
条
第
一
項
は
危
険
包
括
負
担
の
原
則
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
こ
れ
を
定
め
た
条
項
が
存
在
し
な
い
。
次
に
、
ド
イ
ツ
の
約
款
で
あ
る
が
、
こ
の
国
に
お
い
て
も
最
初
は
保
険
証
券
の
統
一
が
な
く
、
各
保
険
者
ご
と
又
は
保
険
市
湯
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
最
初
に
統
一
約
款
を
使
用
し
た
の
は
十
七
世
紀
に
＾
ン
プ
ル
グ
よ
り
海
上
保
険
を
移
植
さ
れ
た
プ
一
八
一
八
年
に
至
っ
て
プ
レ
ー
メ
ン
は
統
一
約
款
を
制
定
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
一
八
四
七
一
九
l
一
年
に
至
年
に
＾
ン
プ
ル
グ
に
統
一
約
款
が
出
来
上
っ
た
。
本
約
款
第
四
七
条
は
＾
ン
プ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
の
規
定
と
全
く
同
旨
同
文
の
規
図
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
＾
ン
プ
ル
グ
約
款
は
一
八
六
七
年
に
、
ブ
レ
ー
メ
ン
約
款
は
一
八
九
七
年
に
改
正
さ
れ
、
っ
て
全
約
款
が
統
一
さ
れ
ド
イ
ッ
海
上
保
険
普
通
約
款
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
行
の
約
款
で
あ
る
。
本
約
款
第
二
八
条
は
ド
イ
ツ
（
亀
井
）
四
四
137 
（
亀
井
）
四
五
商
法
の
規
定
と
比
較
し
て
や
や
簡
単
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
仏
独
以
外
の
大
陸
諸
国
の
海
上
保
険
約
款
に
お
い
て
も
同
様
．
に
法
律
の
規
定
を
補
足
し
て
危
険
包
括
負
担
の
原
則
を
採
用
し
て
い
餅"-
る。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
海
上
保
険
創
生
期
に
お
い
て
ほ
冒
険
貸
借
時
代
の
危
険
負
担
慣
習
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
だ
の
で
、
危
険
に
対
す
る
理
論
的
、
実
践
的
吟
味
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
漠
然
た
る
危
険
概
念
で
海
上
保
険
を
引
受
け
、
い
や
し
く
も
航
海
に
関
す
る
危
険
は
そ
の
原
因
又
は
種
類
の
如
何
を
問
わ
ず
海
上
危
険
と
な
し
、
こ
れ
を
保
険
者
が
包
括
的
に
負
担
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
慣
行
は
一
六
八
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
海
事
勅
令
か
ら
現
行
フ
ラ
ン
ス
商
法
に
踏
襲
さ
れ
、
更
に
各
国
の
法
律
、
慣
習
と
な
っ
て
い
っ
⑳
 
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
業
社
会
の
発
展
と
共
に
危
険
が
巨
大
化
し
て
く
る
と
危
険
概
念
に
関
し
て
理
論
的
実
践
的
検
討
が
加
え
ら
れ
、
保
険
者
の
担
保
す
る
危
険
の
包
括
性
は
保
険
経
営
上
の
支
障
と
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
文
化
の
発
展
と
共
に
人
為
的
危
険
（
例
え
ば
戦
争
）
も
質
的
又
は
量
的
に
そ
の
性
格
が
変
っ
て
き
た
た
め
、
も
は
や
一
切
の
海
上
危
険
を
包
括
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
保
険
者
は
免
責
条
項
を
挿
入
し
て
担
保
危
険
の
限
定
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
、
今
日
に
お
い
て
は
危
険
包
括
負
担
の
原
則
（
包
括
責
任
主
義
）
が
採
用
さ
れ
て
い
て
も
、
事
実
上
そ
れ
と
対
立
す
る
列
挙
危
険
負
担
の
原
則
（
列
挙
責
任
主
義
）
と
大
差
な
き
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
ま
た
、
危
険
の
特
定
や
個
別
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
争
危
険
の
み
担
保
と
か
不
着
危
険
の
み
担
保
と
い
う
よ
う
な
特
別
約
款
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
は
取
引
の
実
際
上
著
し
く
修
正
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
山
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
起
源
を
有
す
る
海
上
貸
借
は
最
初
は
普
通
の
消
費
貸
借
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
世
に
至
っ
て
冒
険
貸
借
の
形
式
を
採
る
に
至
っ
た
。
冒
険
貸
借
は
最
初
か
ら
、
航
海
の
途
中
で
船
舶
又
は
貨
物
が
海
難
に
遭
遇
す
れ
ば
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
債
務
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
が
行
わ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
危
険
引
受
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
海
難
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
如
く
、
一
切
の
航
海
危
険
が
包
括
的
に
負
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
138 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
担
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
（
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
―
ニ
ニ
ー
―
―
一
頁
参
照
）
。
当
時
は
帆
船
を
大
洋
に
走
ら
せ
て
貿
易
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
が
全
く
の
冒
険
で
あ
っ
て
、
無
事
に
航
海
を
終
え
異
国
に
貨
物
を
運
送
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
巨
利
を
博
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
海
賊
・
戦
争
な
ど
の
一
般
的
脅
威
に
加
え
て
、
荒
天
等
の
自
然
的
脅
威
も
常
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
若
し
、
こ
の
よ
う
な
危
険
に
巡
遇
し
て
船
貨
を
失
え
ば
一
敗
地
に
ま
み
れ
て
再
び
立
つ
こ
と
の
で
き
な
い
決
定
的
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
種
の
事
業
は
極
め
て
不
安
定
な
基
礎
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
少
し
で
も
安
定
化
す
る
よ
う
な
方
法
を
講
ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
無
事
航
海
が
終
了
す
れ
ば
極
度
に
高
い
利
息
を
支
払
う
覚
悟
で
、
一
切
の
航
海
危
険
を
資
本
主
に
転
嫁
し
た
わ
け
で
あ
る
。
資
本
主
の
方
は
一
切
の
航
海
危
険
を
負
担
す
る
代
り
に
、
高
い
利
息
を
徴
収
し
て
お
り
、
冒
険
貸
借
契
約
を
多
数
引
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
危
険
分
散
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
危
険
負
担
が
加
重
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
今
日
の
再
保
険
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
形
式
の
冒
険
貸
借
は
、
仮
装
売
買
契
約
の
形
式
を
と
っ
た
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
一
三
七
0
年
七
月
十
二
日
附
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
公
正
証
書
に
見
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
白
杉
博
士
・
保
険
学
総
論
·
1
0
二
—
-
＝
頁
参
照
。
図
こ
の
危
険
負
担
文
言
の
和
訳
は
今
村
博
士
•
海
上
保
険
契
約
論
・
中
巻
・
三
八
頁
に
よ
り
、
独
訳
は
L
i
e
b
i
g
、
S
e
e
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
`
s
.
5
2
.
に
よ
る
。
な
お
、
原
文
は
B
e
n
s
a
、
=
,
C
o
n↓
r
a
t
i
o
di 
A
s
s
i
c
u
r
a
z
i
p
n
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M
e
d
i
0
E
v
o
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1
8
8
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p
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2
1
1
に
掲
載
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れ
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い
る
が
、
L
i
e
b
i
g
`
a
.
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0
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2
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Ritter, 
D
a
s
 
R
e
c
h
t
 
d
e
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S
e
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v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
、
S
.
4
5
8
、
A
n
m
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3. 
4
1
"
:
l
l
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儘E
+
1・・
中
＇
妾
P
•
三
八
頁
、
白
杉
博
士
・
総
論
•
1
0
四
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
H
a
g
e
n
`
S
e
e
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s『
e
c
h
t
.
1
9
3
8
.加
藤
博
士
訳
•
四
七
ー
八
頁
参
照
。
⑱
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
ー
ニ
ニ
頁
に
は
こ
の
原
文
と
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
危
険
に
関
す
る
用
語
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
な
お
、
R
o
p
l
i
n
g
,
D
i
e
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
e
n
g
l
i
s
c
h
e
n
 
S
e
e
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
.
 
1
9
5
3
.
 
S
.
1
7
.
 
~
昭
唸
④
船
員
の
悪
行
を
例
示
危
険
と
し
て
い
る
の
は
一
五
ニ
―
―
一
年
F
i
r
e
n
z
e
約
款
、
一
五
五
六
年
乃
至
五
八
年
の
G
u
i
d
e
n
約
款
等
で
あ
り
、
免
責
危
険
と
し
て
い
る
の
は
一
五
三
八
年
B
u
r
g
o
s
約
款
、
一
五
五
六
年
S
e
v
i
=
0
約
款
、
一
五
六
0
年
.Bilbao
約
款
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
強
調
的
な
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
は
Fi『
e
n
z
e
約
款
、
G
u
i
d
e
n
約
款
、
B
i
l
b
o
0
約
款
、
一
五
六
一
1一
年
の
A
n
t
w
e
r
p
約
款
、
一
五
六
七
年
の
A
n
c
o
n
0
約
款
等
で
あ
る
（
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
一
―
七
ー
ー
ニ
0
頁
参
照
）
。
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u
r
a
n
c
e
 
e
t
 
d
e
s
 
C
o
n
t
r
a
t
s
 
a
 la 
G
r
o
s
s
e
`
z
o
u
v
e
=
e
 e
d
.
'
1
8
2
7
.
 
I
 
p
.
3
5
9
;
 
V
a
l
i
n
,
 
Art. 
2
6
、
p.74.
（
亀
井
）
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m
例
え
ば
、
未
来
形
を
現
在
形
に
改
め
た
こ
と
、
句
読
点
を
改
め
た
こ
と
、
若
干
の
用
語
に
つ
い
て
は
複
数
形
を
単
数
形
に
改
め
た
こ
と
が
目
に
つ
く
。
ま
た
、
t
o
u
t
e
s
p
e
r
t
e
s
 
&
 d
o
m
m
a
g
e
s
 q
u
i
 a
r
r
i
v
e
r
o
n
t
 s
u
r
 m
e
r
 p
a
r
:
 ． 
を
t
o
u
t
e
s
p
e
r
t
e
s
 e
t
 d
o
m
B
a
g
e
s
 q
u
i
 a
r
r
i
v
e
n
t
 
a
u
x
 o
b
j
e
t
s
 
a
s
s
u
r
e
s
,
 p
a
r…
•
•
•
と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
a
b
o
r
d
a
g
e
s
を
a
b
o
r
d
a
g
e
f
o
r
t
u
i
t
に、
c
h
a
n
g
e
m
e
n
s
d
e
 r
o
u
t
e
を
c
h
a
n
g
e
m
e
n
t
s
 f
o
r
c
e
s
 d
e
 r
o
u
t
eに
、
a
r
r
~
td
e
 P
r
i
n
c
e
を
a
r
r
e
t
p
a
r
 o
r
d
r
e
 d
e
 p
u
i
s
s
a
n
c
e
に
咄
で
め
ら
4
い
て
い
る
。
⑧
Kiesselbach, 
Die 
wirtschafts,und 
rechtgeschichtliche 
E
n
t
w
i
c
k
e
l
u
n
g
 
d
e
r
 
Seeversicherung 
in 
H
a
m
b
u
r
g
.
 
1901. 
S.120. 
⑨
K
r
a
c
h
t
、
D
i
e
R
o
t
t
e
r
d
a
m
e
r
 Seeversich~rungsborse`ihre 
Entwickleung, 
B
e
d
e
u
一un
g
u
n
d
 B
e
d
i
n
g
u
n
g
e
n
・
1
9
2
2ヽ
S
・1
6
•
皿
P-oss
、
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
d
e
r
 
A
s
s
e
k
u
r
a
n
z
 
u
n
d
 
d
e
r
 
H
a
n
s
e
a
t
i
s
c
h
e
n
 
Seeversicherungsborsen. 
1902. 
S.59. 
な
お
、
一
五
九
0
年
及
び
一
五
九
一
年
約
款
に
つ
い
て
は
K
i
e
s
s
e
l
b
a
c
h
`
a
.
a
.
O
.
S
.
1
6
7
~
1
7
2
;
 
Plass̀
a.a.O. 
5.57.
参
照
。
U
l
l
V
o
i
g
t
`
D
a
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
 
Seeversicherungs,Recht. 
1887. 
S.378. 
⑫
ハ
ン
ブ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
と
ド
イ
ッ
商
法
（
旧
及
び
現
行
）
の
規
定
を
比
較
す
る
と
前
者
は
一
項
だ
け
の
規
定
で
あ
る
に
対
し
、
後
者
は
二
項
か
ら
な
る
規
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
後
者
の
第
一
項
は
危
険
包
括
負
担
の
規
定
で
あ
り
、
第
二
項
は
危
険
の
例
示
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
は
規
定
の
仕
方
が
若
干
不
詳
明
で
あ
り
且
つ
、
例
示
危
険
も
少
な
か
っ
た
が
、
後
者
は
こ
れ
と
逆
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
世
紀
以
上
の
間
に
海
上
保
険
理
論
が
発
展
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
旧
商
法
の
規
定
と
現
行
商
法
の
規
定
と
の
間
に
は
殆
ん
ど
相
遮
が
な
く
、
三
、
四
の
単
語
の
変
更
に
止
ま
っ
て
い
る
。
⑬
例
え
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
商
法
第
四
二
条
、
フ
ィ
ン
ラ
ソ
ド
海
商
法
第
二
0
七
条
、
オ
ラ
ソ
ダ
商
法
六
三
七
条
、
ス
ペ
イ
ン
商
法
第
八
六
一
条
、
ベ
ル
ギ
ー
商
法
第
一
七
八
条
等
は
こ
の
原
則
を
採
用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
(Lewis
、
D
a
s
deutsche 
S
e
e
r
e
c
h↓. 
2
B
d
、
1884.
S.367.)
。
ま
た
、
現
行
の
イ
ク
リ
ア
航
行
法
第
五
ニ
一
条
は
「
保
険
者
は
暴
風
雨
、
難
船
、
衝
突
、
投
荷
、
爆
発
、
火
災
、
海
賊
、
掠
奪
、
及
び
一
般
に
あ
ら
ゆ
る
航
海
の
事
故
に
よ
っ
て
附
保
物
に
生
ず
る
損
害
又
は
減
失
を
担
保
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
（
木
村
栄
一
氏
・
イ
ク
リ
ア
海
上
保
険
法
・
損
保
研
究
十
八
の
四
•
四
五
頁
に
よ
る
）
。
な
お
、
わ
が
国
商
法
第
八
一
六
条
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
閥
前
者
の
第
一
条
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
(
B
e
n
e
k
c
e
`
S
y
s
t
e
m
d
e
s
 
S
e
e
,
A
s
s
e
k
r
a
n
z
,
u
n
d
 
B
o
d
m
e
r
e
i
w
e
s
e
n
s
.
 
2
 Bd, 
1852.
、
A
n
h
a
n
g
、
S.5.)
。
"
L
e
s
 a
s
s
u
r
e
u
r
s
 p
r
e
n
n
e
n
t
 a
 l
e
u
r
s
 r
i
s
q
u
e
s
 t
o
u
s
 d
o
m
m
a
g
e
s
 e
t
 p
e
r
t
e
s
 p
r
o
v
e
n
a
n
t
 d
e
 t
e
m
p
e
t
e
,
 n
a
u
f
r
a
g
e
,
 e
c
h
o
u
e
m
e
n
t
,
 
a
b
o
r
d
a
g
e
 
fortuit, 
r
e
l
a
c
h
e
s
 
f
o
r
c
e
e
s
,
 
c
h
a
n
g
e
m
e
n
s
 
f
o
r
c
e
s
 d
e
 r
o
u
t
e
,
 
d
e
 voyag~ 
e
t
 
d
e
 v
a
i
s
s
e
a
,
 
jet, 
f
e
u
,
 
pillage, 
c
a
p
t
u
r
e
s
 
e
t
 
m
o
l
e
s
t
a
t
i
o
n
s
 
d
e
 
p
i
r
a
t
e
s
,
 
b
a
r
a
t
t
e
r
i
e
 
d
e
 
p
a
t
r
o
n
,
 
e
t
 
g
e
n
e
r
a
l
e
m
e
n
t
 d
e
 t
o
u
s
 a
c
c
i
d
e
n
s
 e
t
 f
o
r
t
u
n
e
s
 
d
e
 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
m
e
r
.
"
 
⑮
Lureau 
et 
Olive、
C
o
r
n
m
a
n↓
alres
des 
p
゜llces
fran<;alses 
d
'
a
s
s
u
r
a
n
c
e
s
 
mari↓
imes 
sur 
corps 
d
e
 
navires, 
1949. 
p
.
3
2
9
0
t
 
suiv. 
⑱
Lureau 
et 
Olive, 
C
o
m
m
e
n
t
a
i
r
e
s
 
d
e
 
la 
p
゜lice
franfaise 
d
'
a
s
s
u
r
a
n
c
e
s
 
maritimes 
sur 
facultes. 
2
e
 
ed. 
1
9
5
2
`
p
.
3
6
1
 
et 
suiv. 
闘
え
'
S
o
n
t
a
u
x
 
r
i
s
q
u
e
s
 
d
e
s
 
a
s
s
u
r
e
u
r
s
,
 
d
a
n
s
 les 
c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
 
c
i
-
a
p
r
e
s
 
d
e
t
e
r
m
i
n
e
e
s
,
 
l
e
s
 
d
o
m
m
a
g
e
s
 
e
t
 
p
e
r
t
e
s
 
q
u
i
 
a
r
r
i
v
e
n
t
 a
u
 n
a
v
i
r
e
 a
s
s
u
r
e
 p
a
r
 
temp~te, 
n
a
u
f
r
a
g
e
,
 e
c
h
o
u
e
m
e
n
t
,
 a
b
o
r
d
a
g
e
,
 jet, 
feu, 
e
x
p
l
o
s
i
o
n
,
 
p
i
l
l
a
g
e
 e
t
 g
e
n
e
r
a
l
e
-
m
e
n
t
 p
a
r
 t
o
u
s
 a
c
c
i
d
e
n
t
s
 e
t
 f
o
r
t
u
n
e
s
 d
e
 m
e
r
.
"
 
⑱
Benecke, 
a.a.O. 
S.184. 
⑲
例
え
ば
、
イ
ク
リ
ア
の
船
舶
保
険
約
款
第
一
条
（
窪
田
宏
氏
・
イ
ク
リ
ア
の
船
舶
保
険
証
券
・
神
戸
法
学
雑
誌
・
八
の
四
、
六
九
三
及
び
七
0
ニ
頁
）
参
照
。
図
石
津
博
士
•
海
上
保
険
に
お
け
る
戦
争
危
険
の
概
念
に
つ
い
て
・
保
険
学
雑
誌
一1一
七
九
号
・
三
八
頁
参
照
。
既
に
述
べ
た
ご
と
く
危
険
約
款
の
最
初
は
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
旨
の
文
言
の
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
具
体
的
な
危
険
を
例
示
す
る
文
言
が
付
加
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
は
危
険
の
例
示
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
、
例
示
さ
れ
な
か
っ
た
危
険
で
そ
の
発
生
が
極
め
て
稀
な
危
険
を
担
保
す
べ
き
や
否
や
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
S
a
n
t
e
r
n
a
 
(Tractus 
d
e
 
assecurationibus 
et 
sponsinibus 
m
e
r
c
a
t
o
r
u
m、
V
e
n
e
z
i
a、
1
5
3
0~) 
S
t
r
a
c
c
h
a
 
(
T
 ractus 
d
e
 a
s
s
e
c
u
r
a
t
i
o
n
i
b
u
s
`
V
e
n
e
z
i
a
,
 
1
5
6
9
.
)
並
び
に
C
a
s
a
r
e
g
i
s
(Discours 
legales 
d
e
 c
o
m
m
e
r
c
i
o、
G
e
n
o
v
a
,
1
7
0
7
)
 $
'
の
学
J
去
F
は
否
定
的
に
解
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
海
上
保
険
者
は
海
上
に
お
い
て
発
生
す
る
危
険
を
無
制
限
に
担
保
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
海
上
保
険
者
の
担
保
す
る
危
険
は
通
常
予
想
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
が
危
険
約
款
に
例
示
さ
れ
て
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
保
険
契
約
上
特
別
の
合
意
が
な
い
限
り
、
保
険
者
は
「
稀
有
の
（
亀
井
）
四
八
141 
＇、ー．
 
事
故
又
は
異
常
な
事
故
」
(
c
o
s
insolites 
et 
extra0rdinaires)
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
一
切
の
事
故
を
負
担
す
る
と
い
う
約
款
を
使
用
し
て
も
、
保
険
者
は
予
想
す
る
こ
と
が
で
こ
の
種
の
議
論
の
極
端
論
は
仮
り
に
特
約
で
(
I
'
a
s
s
u
r
e
u
r
 
n
e
 
r
e
p
o
n
d
 
point 
d
e
s
 
c
a
s
 
qu'il 
n'a 
p
u
 
prevoir)...1J1'9
る
＊
P
の
で
太
て
る
。
本
2
 
説
の
主
張
者
は
一
六
八
一
年
フ
ラ
ン
ス
海
事
勅
令
の
解
説
で
有
名
な
p
2
h
i
e
r
で
あ
る
d
.
m
a
r
i
t
i
m
o
 
e
t
g
n
t
i
c
o、
G
r
y
p
h
i
s
w
a
l
d
`
1
6
5
2
)
N
a
p
o
l
i
,
 
1
6
5
5
)
 
K
u
r
i
c
k
e
 
(
A
d
 
jus 
m
a
r
i
t
i
m
u
m
 
h
a
n
s
e
a
t
i
c
u
m
 
c
u
m
 n
o↓
i
s
`
e
t
 
di 
diatrib8 
d
e
 assecurationibus̀
―↓
e
m
 variae 
q
u
e
s
t
i
o
n
e
s
 
etc••Hamburg`1667) 
T
a
r
g
a
.
 
(
P
r
e
p
o
n
d
e
r
a
z
i
o
n
i
 
s
o
p
r
a
 
la 
c
o
n
t
a
t
t
a
z
i
o
n
i
 
marittima, 
G
e
n
o
v
a、
1
6
9
2
)
法
律
学
者
で
あ
る
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
保
険
者
は
海
上
に
お
い
て
又
は
海
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
切
の
災
害
を
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
生
が
如
何
に
稀
有
で
あ
り
、
予
想
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
或
は
異
常
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
）
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
者
は
そ
の
発
(les 
assureurs 
s
o
n
t
 
g
a
r
a
n
s
 
d
e
 tout 
sinistre 
qui 
arrive 
sur 
la 
m
e
r
 o
u
 p
a
r
 
la 
m
e
r
 
一
切
の
事
故
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
(les
assureurs 
r
e
p
o
n
d
e
n
t
 
d
e
 tous 
les 
a
c
c
i
d
e
n
s
`
q
u
e
l
q
u
e
 
insolites̀
inconnus 
o
u
 extraordinaires 
qu'ils 
soient) 
③
 
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
包
括
責
任
主
義
に
関
す
る
当
然
の
解
釈
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
如
'
V
'
E
m
e
r
i
g
o
n
及
び
く
。
号
は
こ
の
通
説
を
支
持
し
て
い
る
が
、
上
の
問
題
に
関
す
る
疑
義
と
無
駄
な
論
争
を
避
け
る
た
め
に
十
八
世
紀
の
印
刷
保
険
証
券
に
次
の
よ
う
な
約
款
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
と
囚
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
危
険
約
款
に
は
「
知
ら
れ
た
る
と
知
ら
れ
ざ
る
と
を
問
わ
ず
」
(
c
o
n
n
u
s
o
u
 inconnus)
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ぎ
『
d
e
a
u
x
e
t
 
A
n
v
e
r
s
約
款
は
次
の
如
き
内
容
を
規
定
し
て
い
た
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
以
上
の
見
解
と
反
対
の
立
場
を
と
る
の
は
、
き
な
い
事
故
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
四
九
な
お
m
m
e
r
i
g
o
n
の
伝
う
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
以
一
般
的
見
解
(0pinion
c
o
m
m
u
n
e
)
 
で
あ
っ
た
。
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
L
o
c
c
e
n
i
u
s
 
(
D
e
 
jure 
m
a
r
i
t
i
m
o
 
et 
navali
、
H
o
l
m
i
a
e
、
1
6
5
2
)
R
o
c
c
u
s
 
(
R
e
s
p
o
n
s
o
r
m
 
legalium 
d
e
c
u
r
i
a
e
 
et 
m
e
r
c
a
t
o
r
u
m
 
n
o
t
a
b
―lia; 
D
e
 assecurationibus 
並
び
に
、
D
e
v
i
c
q
等
の
S
t
y
p
m
a
n
n
u
s
 
(
D
e
 
jure 
9ム2
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
``G
e
n
e
r
a
l
e
m
e
n
t
 
d
e
 tous 
perils 
et 
fortunes 
qui 
pourront 
arriver, 
e
n
 
q
u
e
l
q
u
e
 
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
N
a
n
t
e
s
の
約
款
は
「
予
想
さ
れ
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
」
(prevus
o
u
 
imprevus)
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
R
o
c
e
n
 e
t
 
G
e
n
e
s
の
約
款
は
｀
｀
Et
g
e
n
e
r
a
l
e
m
e
n
t
 
d
e
 t0us 
inconvenis 
p
e
n
s
e
s
 
o
u
 
n
o
n
 
p
e
n
s
e
s
.
"
 
の
規
定
で
あ
っ
た
。
同
様
な
規
定
が
H
a
m
b
u
r
g
並
び
に
A
n
c
o
n
e
の
約
款
に
も
見
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
強
調
固
的
文
言
は
前
項
で
考
察
し
た
如
く
地
中
海
約
款
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
最
も
古
い
も
の
は
一
五
二
三
年
の
Firenze
約
款
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
印
刷
書
式
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
か
か
る
文
言
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
案
外
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
regis
等
が
特
約
（
強
調
的
文
言
が
付
加
さ
れ
た
）
な
き
限
り
予
想
し
得
な
い
事
故
を
負
担
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
は
こ
の
間
の
G
u
i
d
o
n
約
款
に
は
か
か
る
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
た
が
、
soit, 
et、
q
u
e
l'on 
p
e
u
 
m
a
m
e
r
e
 
q
u
e
 
c
e
 
と
い
う
内
容
そ
れ
を
継
承
し
た
一
六
八
一
年
海
事
勅
令
に
は
か
か
る
文
言
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
代
に
は
如
何
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
海
事
勅
令
保
険
篇
第
二
六
条
の
解
釈
に
論
及
し
よ
う
。
先
ず
、
V
a
l
i
n
に
よ
れ
ば
保
険
契
約
の
性
格
上
保
険
者
は
保
険
の
目
的
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
「
一
切
の
海
上
危
険
」
(tous
les 
risques 
⑥
 
&
 perils 
maritimes)
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
S
a
n
t
e
r
n
a
等
の
予
想
し
得
な
い
よ
う
な
事
故
の
免
責
に
関
す
る
見
解
（
従
っ
て
、
一
切
の
事
故
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
説
）
に
反
対
し
、
か
か
る
見
解
は
わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
明
示
の
特
約
(convention
e
x
p
r
e
s
s
e
)
 
事
情
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
•• 
-
1
m
a
g
m
e
r
.
 
（
亀
井
）
に
よ
っ
て
担
保
危
険
を
制
限
し
な
い
限
け
だ
し
、
S
a
n
t
e
r
n
a
、
S
百
echo,
C
a
s
a
,
 
五
〇
143 
て、
（
亀
井
）
五
一
般
に
保
険
者
は
海
上
で
発
生
7
 
り
、
文
字
通
り
「
一
切
の
海
上
危
険
」
（
↓
O
U
一es
fortunes 
d
e
 m
e
r
)
を
負
担
す
る
の
が
勅
令
の
解
釈
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
な
く
。
―
in
の
見
解
を
m
m
e
r
i
g
o
n
が
全
面
的
に
支
持
し
て
い
る
。
E
m
e
r
i
g
o
n
に
よ
れ
ば
、
し
た
一
切
の
減
失
又
は
損
傷
に
対
し
て
責
任
を
負
う
(En
rgele 
g
e
n
e
r
a
l
e
`
l
e
s
 
assureurs 
r
e
p
o
n
d
e
n
t
 
d
e
 
toute 
perte 
et 
d
e
 
tous 
d
o
m
m
a
g
e
s
 qui 
arrivent 
sur 
mer),.,§l
の
で
あ
っ
て
、
勅
令
保
険
篇
第
二
六
条
は
各
植
の
「
海
上
危
険
」
(cccidens
maritimes)
を
列
挙
し
た
後
、
保
険
者
は
一
般
に
そ
の
他
一
切
の
海
上
危
険
(
t
o
u
t
e
s
c
u『
res
fortunes 
d
e
 
m
e
r
)
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
と
付
記
し
て
い
る
⑧
 
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
保
険
者
は
「
海
上
危
険
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
事
故
」
m
e
n
t
s
 
q
u
'
o
n
 a
p
p
e
―le 
fortunes 
d
e
 m
e
r
)
、
協
空
―
―
ロ
ナ
9
4い
心
い
「
徊
〖
卒
R的3宰
デ
妬
瓜
や
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
海
上
に
生
じ
た
一
切
の
事
故
」
(
t
o
u
s
．
）
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
か
く
!es 
e
v
e
n
e
m
e
n
t
s
 
qui 
arrivent 
sur 
m
e
r
 
p
a
r
 c•Js 
fartui↓
s
 a
u
 
p
a
r
 
farce 
m
a
1
s
u
r
e
 
V
a
l
i
n
の
解
説
の
如
く
予
想
し
得
な
い
事
故
の
免
責
は
保
険
証
券
上
明
示
の
特
約
を
挿
入
せ
ざ
る
限
り
わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
認
め
ol 
“
U
 
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
S
t
y
p
m
a
n
n
c
s
、
M
a
r
q
u
a
r
d
u
s
、
C
o
r
v
i
n
u
s
の
説
を
引
用
し
、
保
険
契
約
は
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
如
何
な
る
条
件
を
付
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
担
保
危
険
や
免
責
危
険
を
特
約
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
図
"
u
 
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
強
調
す
る
た
め
に
E
m
e
r
i
g
o
n
自
身
多
く
の
保
険
証
券
に
戦
争
危
険
免
責
約
款
、
不
乳
＾
出
h
u
h
u
 
堪
航
免
責
約
款
、
暴
動
危
険
免
責
約
款
が
挿
入
さ
れ
る
の
を
見
た
と
い
い
、
こ
れ
を
要
す
る
に
当
事
者
は
除
外
す
る
こ
と
が
都
合
が
よ
，
 
h
"
L
 
い
と
認
め
た
危
険
を
免
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
ん
で
い
る
。
近
代
的
立
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
海
事
勅
令
以
後
の
法
律
に
お
い
て
「
予
想
さ
れ
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
強
調
的
文
言
を
付
加
し
て
い
る
の
は
ハ
ン
プ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
で
あ
る
。
本
法
第
五
篇
第
一
条
は
前
項
で
考
察
し
た
通
り
の
内
容
で
あ
っ
れ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
の
危
険
約
款
を
踏
襲
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
元
来
、
包
括
責
任
主
義
の
危
険
約
款
に
張
調
的
文
言
を
付
加
す
る
の
は
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
造
、
、
(tous 
les 
e
v
e
n
e
,
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危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
蛇
足
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
中
海
約
款
の
解
釈
論
争
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
疑
義
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
長
所
も
あ
る
。
従
っ
て
、
S
a
n
t
e
r
n
a
等
の
学
者
に
よ
る
制
限
的
解
釈
を
な
す
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
P
o
t
h
i
e
r
の
よ
う
な
極
端
論
を
展
開
す
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
が
、
幸
い
ド
イ
ツ
の
学
者
は
そ
の
よ
う
す
な
わ
ち
、
同
法
令
に
論
及
し
て
い
る
B
e
n
e
c
k
e
や
V
o
i
g
t
は
専
ら
損
害
填
補
責
任
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り
、
危
険
負
担
責
任
に
つ
い
て
は
海
上
危
険
(
S
e
e
u
n
f
c
i
l
l
e
)
を
負
担
す
る
と
の
み
述
べ
、
û 
n
u
 
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
こ
以
上
の
よ
う
な
強
調
的
文
言
は
ハ
ン
プ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
以
後
の
法
律
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
約
款
の
方
は
十
九
世
紀
末
頃
ま
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
E
m
e
r
i
g
o
n
が
例
示
し
た
も
の
や
＾
ン
プ
ル
グ
約
款
（
一
八
四
七
年
）
が
そ
の
一
例
し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
は
、
保
険
者
は
特
約
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
文
字
通
り
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
べ
き
こ
と
が
学
説
判
りU
 
例
に
よ
っ
て
異
論
な
き
程
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
強
調
的
文
言
の
よ
う
な
蛇
足
を
添
え
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
山
E
m
e
r
i
g
o
n
,
(I) 
p
.
3
5
9
"
V
o
l
i
n
,
 
p
.
7
6
.
 
/J.
よ
る
。
③
Pothier, Trai
—e 
d
u
 C
o
n
t
r
a
t
 
d
'
a
s
s
u
r
a
o
c
e、
N
o
u
v
e
=
e
e
d
.
 
1
8
1
0
.
 N•668. 
⑥
E
3
ざ
g
o
n
,
(I) 
p. 3
5
9
;
 
V
a
l
i
n
、
p
.
7
6
.
/J.
よ
る
。
山
E
m
e
r
i
g
o
n
,
(1) 
p
.
3
6
0
 
•• 
固
R
e
a
t
z
,
D
a
s
 
R
e
c
h
t
 
d
e
r
 
E
u
r
o
p
i
i
i
s
c
h
e
n
 
S
e
e
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
r
e
c
h
t
1`
8
7
0
.
 S
.
1
8
8
.こ
の
イ
＇
ク
リ
ア
率g
の
晦
q雫
〖
的3す
仝
言
シ
iLo
w
n
d
e
s
 
~
冷
{
のi如
<
英
訳
し
て
い
る
。
(
L
o
w
n
d
e
s
、
A
P
r
a
c
t
i
c
a
l
 
T
r
e
a
t
i
s
e
 
o
n
 t
h
e
 
L
a
w
 o
f
 
M
a
r
i
n
e
 
I
n
s
u
r
a
n
c
e
、
2
n
d
e
d
.
 
1
8
8
5
.
 
p
.
2
3
4
)
 
——••…••
hough 
s
u
c
h
 
a
s
 
c
o
u
l
d
 
n
o
t
 
b
e
 i
m
a
g
i
n
e
d
 
o
r
 
s
u
p
p
o
s
e
d
 
t
o
 
h
a
v
e
 
o
c
c
u
r
e
d
,
 
o
r
 b
e
 likely 
t
o
 
o
c
c
u
r、
-
0
t
h
e
s
a
i
d
 
g
o
o
d
,
・
.
.
.
.
.
――
 
側
く
。
l
i
n
`
p
.
7
4
.
で
あ
る
。
な
解
釈
を
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
保
険
及
び
海
損
法
第
五
篇
第
一
条
に
関
し
て
は
（
亀
井
）
五
145 
m
V
a
l
i
n
、
p
.
7
6
.
⑧
E
忌
rigon,
(
I
)
 
p
.
3
5
9
.
 
⑨
E
m
e
r
i
g
o
n
,
 
(
I
)
 
p
.
3
6
2
.
‘
 
⑩
E
m
e
r
i
g
o
n
,
 
(
I
)
 
p
.
3
6
2
.
 
皿
E
3
e
r
l
g
o
n
,
(
I
)
 
p
.
3
6
0
~
1
.
 
⑫
こ
の
約
款
は
英
仏
植
民
地
戦
争
（
一
七
四
0
年
代
）
以
後
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
言
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
:
'
f
r
g
n
n
g
x
Q
s
s
u
r
e
u
r
s
 
d
e
 t
o
u
s
 
e
v
e
n
e
m
e
n
s
 
d
e
 g
u
e
r
r
e
:
-
F
〈
は
"
f
r
Q
n
c
d
e
 prise 
d
e
 
la 
p
Q
r
↓
d
e
s
 A
n
g
l
a
i
s
 "
と
い
5
の
が
工
J
S
いで
4
3
る。
⑬
こ
の
約
款
は
"
f
r
g
n
c
d
u
 c
o
s
 d
•
i
n
n
Q
v
i
g
a
b
i
l
i
t
e
：
ー
と
い
う
文
言
で
あ
っ
て
、
一
七
七
九
年
以
前
か
ら
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る。
閥
こ
の
約
款
は
一
七
八
0
年
十
月
十
日
に
発
生
し
た
M
a
r
t
i
n
i
q
u
e
島
の
暴
動
事
件
及
び
そ
の
続
発
的
事
故
を
免
責
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
E
臥
r
i
g
o
n
、(＿
)
p
.
3
6
1
;
な
お
、
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
の
箇
所
(
p
.
3
6
2
)
で、
る。
B
e
n
e
c
k
e
`
a
.
a
.
O
.
 
5
.
1
B
5
;
 
V
o
i
g
t
a`
.
a
.
O
.
 
5
.
3
7
8
~
9
.
 
村
瀬
博
士
・
村
瀬
保
険
全
集
・
大
正
十
五
年
・
ニ
―
1
一
七
頁
参
照
。
英
国
の
海
上
保
険
は
ロ
ン
バ
ー
ド
地
方
の
イ
ク
リ
ア
商
人
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
英
国
の
海
上
保
険
約
款
は
地
中
海
約
款
の
継
承
と
目
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
英
国
の
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
一
五
二
三
年
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
約
款
の
踏
襲
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
な
。
さ
て
、
現
存
す
る
英
国
海
上
保
険
証
券
の
中
で
最
古
の
も
の
は
一
五
四
七
年
S
a
n
t
a
M
D
r
i
a
 
p
o
l
i
c
y
 
(17) (16) 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷 四
（
亀
井
）
一
切
の
危
険
を
負
担
す
る
こ
と
と
、
五
（
ま
た
は
B
r
o
k
e
p
o
l
i
c
y
)
 
で
分
損
不
担
保
(
f
r
a
n
c
d
'
o
v
a
r
i
e
s
)
の
関
係
に
論
及
し
て
い
146 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
あ
り
、
そ
の
次
は
一
五
四
八
年
S
a
n
c
t
a
M
a
r
i
a
 
p
o
l
i
c
y
で
あ
る
。
な
お
根
幹
図
部
分
が
イ
ク
リ
ア
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
誓
約
文
言
の
み
が
英
語
で
書
か
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
約
款
に
は
危
険
約
款
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
ロ
ン
バ
ー
ド
街
の
慣
習
に
準
拠
す
る
旨
の
英
語
で
書
か
れ
た
誓
約
③
 
文
言
（
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
）
が
そ
の
欠
除
を
補
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
-`A
s
 
for 
the 
a
d
v
e
n
t
u
r
e
 
that 
the 
assurers 
s
h
a
=
s
t
a
n
d
e
 
at, 
it 
is 
to 
b
e
 
u
n
d
e
r
s
t
o
o
d
e
 
that
↓
his 
p
r
e
a
s
e
n
t
e
 
writinge 
h
a
t
h
 
a
,
 
m
u
c
h
e
 
forse 
a
s
 
the 
b
e
s
t
e
 
m
a
d
e
 o
r
 dieted 
b
y
=
o
f
 s
u
r
a
n
c
e
 
w
h
i
c
h
 
is 
u
s
e
d
 
to 
b
e
 
m
a
d
e
 
in 
this 
L
o
m
b
a
r
d
e
 
S
t
r
e
e
t
e
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
.― 
「
保
険
者
が
負
担
す
る
危
険
に
関
し
て
は
、
本
保
険
証
券
は
ロ
ン
ド
ソ
の
ロ
ン
バ
ー
ド
街
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
来
て
い
る
最
も
確
実
に
し
て
正
確
な
保
険
証
券
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
旨
確
約
す
る
」
英
語
で
全
文
が
書
か
れ
た
最
も
古
い
保
険
証
券
は
一
五
五
三
年
の
内
容
不
詳
の
保
険
証
券
で
あ
り
、
そ
の
次
が
一
五
五
五
年
の
④
 
S
a
n
c
t
a
 
C
r
u
z
 
P
o
l
i
c
y
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
一
五
五
七
年
の
Ele
p
o
l
i
c
y
及
び
一
五
五
八
年
の
M
a
r
y
R
o
s
e
 
p
o
l
i
c
y
で
あ
5
 
る
。
後
者
に
は
危
険
約
款
に
近
い
約
款
（
こ
れ
は
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
の
一
種
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
言
は
以
6
 
下
の
通
り
で
あ
る
。
』
`
A
n
d
d
o
 b
e
a
r
e
 
al
 
m
a
n
e
r
e
 
o
f
 
casoltes 
a
n
d
 
m
e
s
v
e
n
t
o
r
e
s
 
that 
m
a
y
 h
a
p
p
e
n
 
u
p
o
n
e
 
the 
s
a
m
e
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
e
 
t0
↓
h
e
 
o
r
d
e
r
e
 
o
f
 
↓
h
e
 
p
o
t
e
s
e
s
 [~ 
p
゜licies]
o
f
 
L
u
m
b
a
r
d
 
StreatE! 
y
f
 
a
n
y
 
m
y
s
h
a
p
e
 
d
o
 c
h
a
u
n
c
e
 
t
0
p
a
y
 the 
s
a
m
e
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
0
t
h
e
 
o
r
d
e
r
 
o
f
 
the 
p
o
t
e
s
e
s
 
m
a
i
d
 
in 
t
h
e
 
said 
L
u
m
b
a
r
d
 
Streate." 
こ
れ
と
同
種
類
の
約
款
は
次
に
古
い
保
険
証
券
と
さ
れ
て
い
る
一
五
六
二
年
S
↓.
J
o
h
n
 
Baptist 
p
o
l
i
c
y
に
見
ら
れ
る
。
の
文
言
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
亀
井
）
そ
の
文
言
一
五
四
七
年
S
a
n
t
a
M
a
r
i
a
 
p
o
l
i
c
y
の
こ
こ
れ
ら
は
何
れ
も
英
国
で
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
四
147 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
五
五
`
'
T
o
 
all
↓
h
e
 
ventures 
a
n
d
 
c
h
o
u
n
c
e
s
 
hatt 
m
a
y
 c
o
n
t
a
y
n
e
 
in 
the 
b
e
s
t
 
bil
 
o
f
 a
s
s
u
r
a
n
c
e
 
that 
is 
u
s
e
d
 
o
r
 
m
a
y
 b
e
 
m
a
d
e
 
in 
this 
一
五
六
三
年
に
至
る
と
J
a
m
e
s
Y
p
s
w
y
c
h
e
 
p
o
l
i
c
y
 
U
始
め
て
危
険
約
款
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
危
険
約
款
は
現
在
の
危
険
約
款
⑧
 
と
比
較
す
れ
ば
、
中
世
英
語
た
る
点
を
除
い
て
大
し
た
相
違
が
な
い
。
こ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
1̀ 
F
r
o
m
 
the 
d
a
w
n
g
e
r
 o
f
 
the 
s
e
e
 
ffrom 
ffyer 
a
n
d
 
w
a
t
e
r
 
m
e
n
 o
f
 
w
a
r
r
 
h
e
n
n
e
m
y
s
 
c
o
s
a
r
y
e
s
 
[corsairs] 
pyrattes 
t
h
y
v
e
s
 
letters 
m
a
r
t
e
 
b
a
r
a
t
r
y
e
 
o
f
 
m
a
s
t
e
r
 
a
n
d
 
m
a
r
y
n
e
r
s
 
jettesonns 
r
e
t
a
i
g
n
e
m
e
n
t
t
 
b
y
 k
y
n
g
e
 
o
r
 p
r
y
n
c
e
 
o
r
 
b
y
 a
n
y
 
b
y
 
theyr 
a
u
c
t
h
o
r
e
t
y
 
o
r
 
b
y
 a
n
y
e
 
o
t
h
e
r
 
p
e
r
s
o
n
e
 
o
r
 
p
e
r
s
o
n
e
s
 
w
h
o
m
 s
o
 
e
v
a
r
 
(
s
i
c
)
0
n
d
 
ffrom 
a
=
o
t
h
e
r
 p
a
r
r
e
=
e
s
 
a
n
d
 
d
a
w
n
g
e
r
s
 
w
h
a
t
t
 
s
o
 
ever." 
以
上
の
十
六
世
紀
約
款
は
そ
の
形
式
が
相
互
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
に
入
る
と
統
一
的
現
代
的
形
式
を
と
る
よ
û u
 
，
 
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
一
六
一
三
年
T
i
g
e
r
p
o
l
i
c
y
で
あ
る
。
こ
の
危
険
約
款
と
現
行
の
も
の
と
比
較
す
る
と
実
質
上
surprisals
、一
e
k
i
n
g
at 
s
e
a
 
な
る
文
言
が
欠
除
し
て
い
た
だ
け
の
相
違
で
あ
っ
た
。
l
 u
 
B
r
o
t
h
e
r
s
 
p
o
l
i
c
y
に
な
る
と
危
険
約
款
は
現
行
の
も
の
と
全
く
同
じ
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
に
な
る
と
印
刷
様
式
の
海
上
保
険
証
券
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最
古
に
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
が
砂u
 
一
六
八
0
年
の
G
o
l
d
e
n
F
l
e
e
c
e
 
p
o
l
i
c
y
で
あ
る
。
こ
の
保
険
証
券
は
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
の
追
加
と
一
、
の
改
訂
を
受
け
一
七
九
九
年
の
L
l
o
y
d
'
s
S
.
G
.
 
p
o
l
i
c
y
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
゜さ
て
、
英
国
約
款
が
地
中
海
約
款
の
継
承
で
あ
る
以
上
、
英
国
の
海
上
保
険
取
引
に
お
い
て
も
危
険
包
括
負
担
の
原
則
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
海
上
保
険
証
券
で
は
危
険
約
款
の
登
場
が
一
五
六
三
年
と
な
っ
て
い
る
L
o
m
b
a
r
d
e
 
Streate 
in 
L
o
n
d
o
n
.
'
 
~
 
7
 
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
二
の
重
要
で
な
い
用
語
次
い
で
一
六
五
八
年
の
T
h
r
e
e
14& 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
解
し
得
る
。
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
が
、
こ
れ
以
前
に
お
い
て
は
「
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
」
が
事
実
上
危
険
約
款
の
代
り
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
約
款
の
規
定
は
既
に
明
ら
か
に
し
た
如
く
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ン
バ
ー
ド
街
で
作
成
さ
れ
た
確
実
な
海
上
保
険
証
券
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
ン
バ
ー
ド
街
の
慣
習
に
準
拠
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
王
立
取
引
所
(
R
o
y
a
l
E
x
c
h
a
n
g
e
)
 
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
鮮
明
と
な
る
だ
ろ
う
。
の
重
大
な
根
拠
と
な
る
。
ロ
ン
バ
ー
ド
商
人
に
よ
っ
て
海
上
保
険
が
ロ
ン
ド
ン
に
移
植
さ
れ
て
か
の
設
立
ま
で
保
険
取
引
の
行
わ
れ
た
街
で
あ
る
。
ロ
ン
バ
ー
ド
街
は
い
う
ま
で
も
な
く
十
三
世
紀
中
頃
戦
禍
に
荒
廃
し
た
故
国
を
逃
れ
て
移
住
し
て
き
た
ロ
ン
バ
ー
ド
商
人
の
居
留
地
兼
商
業
基
地
で
あ
っ
て
、
く
地
中
海
慣
習
で
あ
っ
て
、
危
険
負
担
に
つ
い
て
も
包
括
責
任
主
義
で
あ
っ
た
。
か
く
て
危
険
負
担
に
関
す
る
別
段
の
定
め
が
な
く
、
且
つ
ロ
ン
バ
ー
ド
街
の
慣
習
に
従
う
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
包
括
責
任
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ー
ド
街
と
並
列
的
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
場
の
慣
習
に
準
拠
す
る
旨
を
規
定
し
た
約
款
（
一
五
五
五
年
S
a
n
c
t
a
C
r
u
z
 
p
o
l
i
c
y
)
が
存
在
一
五
五
八
年
吾
r
y
R
o
s
e
 
p
o
l
i
c
y
及
び
一
五
六
二
年
St.
J
o
h
n
 
B
a
p
t
i
s
t
 
p
o
l
i
c
y
 
!2
な
る
と
ロ
ン
バ
ー
ド
街
で
作
成
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
海
上
保
険
証
券
が
負
担
す
る
危
険
と
同
様
に
一
切
の
危
険
を
負
担
す
る
旨
の
文
言
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
以
上
の
議
論
一
五
六
三
年
に
至
る
と
危
険
約
款
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
の
危
険
約
款
は
現
行
の
も
の
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
が
あ
っ
て
、
そ
の
翌
年
の
一
五
六
三
年
約
款
に
は
現
行
の
も
の
と
さ
し
て
変
ら
な
い
危
険
約
款
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
の
関
係
は
如
何
更
に
、
一
五
六
二
年
の
約
款
で
は
「
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
」
に
お
い
て
一
切
の
危
険
を
負
担
す
る
旨
の
文
言
（
亀
井
）
す
な
わ
ち
、
従
っ
て
、
ロ
ン
バ
こ
こ
で
の
慣
習
は
い
う
ま
で
も
な
一
五
六
八
五
六
149 
ら
な
い
。
（
亀
井
）
こ
の
よ
う
に
、
た
ま
た
ま
一
五
六
三
年
に
現
わ
れ
た
危
険
約
款
が
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
保
険
約
款
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
英
国
約
款
が
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
約
款
の
翻
訳
又
は
追
随
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
英
国
海
上
保
険
の
危
険
負
担
は
最
初
か
ら
包
括
責
任
主
義
で
あ
っ
て
、
危
険
約
款
に
お
け
る
危
険
の
列
挙
は
危
険
の
列
示
で
あ
り
、
総
括
的
文
言
は
文
字
通
り
一
切
の
危
危
険
約
款
の
列
挙
危
険
配
列
の
順
序
は
フ
ロ
ー
レ
ン
の
保
険
証
券
と
類
似
し
て
い
る
が
、
危
険
約
款
の
列
挙
危
険
は
最
初
は
perils
of 
the 
seas
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
被
保
険
者
を
保
護
す
る
必
要
か
ら
一
っ
ず
つ
順
次
追
加
さ
れ
て
行
っ
閥
た
旨
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
英
国
は
最
初
か
ら
列
挙
責
任
主
義
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
時
代
の
進
展
と
共
に
担
保
危
険
の
範
囲
が
拡
大
し
て
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
り
、
且
つ
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
実
は
見
当
ら
な
い
。
こ
と
に
、
ど
の
危
険
が
何
時
追
加
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
問
題
と
な
英
国
の
保
険
証
券
が
包
括
責
任
主
義
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
は
M
o
-
―oy
(
D
e
 
jure 
maritimo 
et 
navali 
or 
a
 treatise 
of 
affair 
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
し
か
し
、
G
o
w
に
よ
れ
ば
、
険
を
負
担
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
お
い
て
、
五
七
ら
、
地
中
海
約
款
を
基
礎
と
し
た
英
国
の
慣
習
が
で
き
上
る
ま
で
相
当
の
オ
月
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
て
、
が
で
き
上
る
と
そ
れ
は
保
険
契
約
の
内
容
に
関
す
る
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
慣
習
に
従
っ
て
取
引
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
危
険
t
 
hu~ 
負
担
に
関
し
て
も
特
に
保
険
証
券
面
に
表
示
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
故
に
最
初
の
内
は
危
険
約
款
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
一
五
六
三
年
の
保
険
証
券
が
保
険
契
約
の
内
容
を
詳
細
に
規
定
し
た
た
め
、
危
険
約
款
が
挿
入
さ
れ
た
の
で
一
般
に
保
険
契
約
の
内
容
が
詳
細
に
保
険
証
券
に
表
示
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
危
険
約
款
の
記
載
が
一
般
か
か
る
見
解
は
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
覆
え
す
に
は
不
充
分
で
あ
ロ
ン
バ
ー
ド
街
の
慣
習
og 
娯
咎
囮
埠
颯
到
Q
堅
蚕
Q
楔
型
（,ijE[i#;) 
li:l< 
a
n
d
 
o
f
 
c
o
m
m
e
r
c
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L
o
n
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o
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Q
餅
憮
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J
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W
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i
g
h
t
 
&
 Fayle, 
A
 History 
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W
o
r
s
l
e
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T
h
e
 
R
o
m
a
n
c
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1932. 
p.34; 
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Insurance. 
1925. 
p.81.; 
G
o
w
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a
r
i
n
e
 
Insurance. 
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G
r
e
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a
n
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T
o
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d
a
y、
1922.
p. 
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リ
Q
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A
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藻
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心
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v
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や
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旨
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報
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全
誤
択
A
ヂ
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ふ
兵
ド
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゜
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兵
廷
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Q
華
廿
淫
叔
萎
址
辻
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心
共
g
奨
や
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心
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ト
n
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入
ヽ
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楽
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浦
森
Q
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叔
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L
o
w
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サ
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考
柑
瞑
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心
投
心
'
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Q
唄
:
や
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(op. 
cit. 
p.234) 
"
T
h
e
 
said 
assureurs 
taking 
u
p
o
n
 
themselves 
in 
respect 
of 
the 
said 
g
o
o
d
 
the 
risk 
of 
all 
perils 
of 
the 
seas, 
fire, 
jettison, 
reprisals, 
robbery 
b
y
 friend 
or 
foe, 
a
n
d
 
every 
other 
chance, 
peril, 
misfortune, 
disaster, 
hindrance、
misadventure,
though 
such 
as 
could 
not 
b
e
 
imagined 
or 
supposed
↑o
 have 
occurred、
or
he 
likely 
to 
occur、
to
the 
said 
goods, 
and 
barratry 
b
y
 
the 
master, 
except 
as 
to 
s
t
o
w
a
g
e
 
or 
custom-house." 
＃
将
'
M
a
g
e
n
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A
n
Essay 
o
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Insurance, 
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~
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廿
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斗
楽
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肖
抵
Q
似
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岩
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拭
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楽
宝
捩
I
J
Q
I•
 1
1
0
ギ
嵐
拇
匪
゜
豆
Lay、
p.82;
Lloyd's 
Calendar, 
1934. 
p.86. 
芭
W
r
i
g
h
t
&
 Fayle, 
p.138. 
全
Lay、
p.82;
G
o
w
,
 p.344; 
Lloyd's 
Calendar、
1934.
p.86. 
Sancta 
Cruz 
policy
廿
以
迫
器
叔
揺
以
化
化
唄
今
..,4JQ
茶
iと出,...)¥--'今心゚
iJ
兵
初
担
堡
函
極
A,...)
ド
盗
希
心
押
ヂ
硲
灼
茶
(Ropling,
a.a. 
0
.
 
S.136.)' 
<lE!
掛
品
訴
旦
唄
今
£
Q
廷
1
}tj 
}tj <-lll-
Q
 
M
a
r
y
 Rose 
policy
址＇
怜
迩
忌
壮
涎
築
逗
萎
廷
1
li:l 
1(111-ll!-
Q
 
J
a
m
e
s
 
of 
Y
p
o
w
y
c
h
e
 
palicy 
!1乱湘翁,...)\--'ニ心゜~~,
R
ら
piing
茶
母
撰
逗
萎
3
,
.
.
.
)
P
榮
科
°
＃
ヂ
Q
吐
％
Q
呉
狛
封
IlIIn
ゃ
伶
肉゚
週,...)'
AJ
共
社
G
o
w
ふ
心
Q
；；；
正
や
硲
肉
゜
"
A
n
d
 w
e
 b
y
n
d
e
 
us 
to 
bere 
the 
adventure 
of 
the 
said 
merchandies 
a
n
d
 
the 
costes 
of 
the 
assurances. 
A
n
d
 
w
e
 
will 
that 
he 
shall 
not 
b
e
 
b
o
u
n
d
e
 
to 
bringe 
a
n
y
 
billes 
of 
ladinge 
but 
only 
the 
chardge 
of 
his 
othe. 
A
n
d
 so 
w
e
 ore 
contented 
to 
bear 
this 
adventure." 
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な
お
、
こ
の
保
険
証
券
の
「
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
」
に
は
ロ
ン
バ
ー
ド
街
の
み
な
ら
ず
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
場
、
及
び
よ
り
強
力
な
そ
の
他
の
市
場
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
固
L
a
y
,
p
.
8
2
;
 
W
r
i
g
h
t
 
&
 F
a
y
l
e
、
p
.
1
3
8
"
L
l
o
y
d
'
sCalendar•1934. 
p
.
8
6
.
 
⑥
W
r
i
g
h
t
 
&
 
F
a
y
b
,
 
p
.
1
3
9
.
 
m
W
r
i
g
h
t
 &
 Foyle•p.138. 
⑧
W
r
i
g
h
t
 
&
 
F
a
y
l
e
,
 
p
.
1
3
9
;
 
W
o
r
s
l
e
y
 
&
 
Griffith, 
p
.
3
8
.
 
両
者
の
掲
げ
る
文
言
に
は
若
干
の
相
異
が
あ
る
が
、
本
文
は
前
者
の
引
用
で
あ
る
。
後
者
に
掲
げ
ら
れ
た
文
言
は
文
頭
に
F
r
o
m
が
な
く
、
直
ち
に
T
h
e
d
a
w
n
g
e
r
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
且
つ
、
所
々
に
コ
ン
マ
が
付
し
て
あ
る
。
な
お
、
本
保
険
証
券
に
は
「
保
険
証
券
の
効
力
に
関
す
る
約
款
」
以
外
に
危
険
約
款
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
保
険
証
券
の
全
文
は
M
a
r
s
d
e
n
、
S
e
l
e
c
t
P
l
e
a
s
 
in 
t
h
e
 
C
o
u
r
t
0
f
 A
d
m
i
r
a
l
t
y
、
IT
1
8
9
7
.
 
p
.
5
4
;
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
ニ
四
三
ー
四
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑲
W
r
i
g
h
t
 
&
 
F
a
y
l
e
,
 
p
.
1
4
0
.
 
UOl
本
保
険
証
券
に
つ
い
て
は
、
M
a
r
t
i
n
,
p
p
.
4
6
~
4
8
.
参
照
。
皿
W
r
i
g
h
t
&
 
F
o
y
l
e
,
 
p
.
1
4
1
;
 Lloyd•s 
Calendar•1934. 
p. 8
7
.
 
⑫
w『i
g
h
t
&
 F
o
y
l
e
,
,
p
.
1
4
2
;
 Lloyd•s 
C
a
l
e
n
d
a
r
、
1
9
3
4
.
p
p
.
8
9
~
9
0
.
 
⑬
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
一
―
六
頁
参
照
。
⑲
G
o
w
,
 p
.
1
0
1
.
 
USl
加
藤
博
士
・
英
国
海
上
保
険
法
に
於
け
る
P
r
i
n
c
i
p
l
e
o
f
 e
j
u
s
d
e
m
 
g
e
n
e
r
i
s
の
発
生
理
由
・
一
橋
論
叢
五
の
ニ
・
四
一
ー
ニ
頁
、
今
村
博
士
・
Perils 
o
f
 t
h
e
 
S
e
a
s
の
』
訊
今
心
・
芦
徊
岡
大
学
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
法
学
論
・
一
七
一
ー
ニ
頁
参
照
。
⑱
前
掲
論
文
参
照
。
な
お
、
今
村
博
士
は
「
英
国
証
券
に
於
け
る
危
険
条
項
を
担
懐
に
読
む
な
ら
ば
、
本
条
項
は
航
海
に
関
す
る
事
故
に
付
て
保
険
者
が
包
括
的
に
資
を
負
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
か
「
上
述
の
如
く
英
国
海
上
保
険
証
券
に
於
け
る
危
険
条
項
は
そ
の
表
現
か
ら
見
て
、
更
に
そ
の
危
険
条
項
の
母
体
な
る
地
中
海
の
諸
約
款
か
ら
見
て
、
当
初
は
包
括
責
任
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
五
九
152 
c
a
s
o
 di 
m
a
r
e
 
(
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
約
款
）
、
peril
d
e
 m
e
r
 
(
ギ
ド
ン
約
款
）
そ
の
他
「
海
の
危
険
」
を
表
わ
す
往
時
の
字
句
と
全
く
同
じ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
fortune
d
e
 m
e
r
と
perils
maritimes
と
が
同
意
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
perils
of 
the 
seas
は
maritime
perils
と
同
意
語
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
perils
of 
the 
seas 
は
今
日
わ
れ
わ
れ
が
使
用
す
る
「
海
上
危
険
」
や
「
航
海
に
関
す
る
事
故
」
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
か
つ
て
、
海
賊
に
よ
る
掠
奪
(robbery
b
y
 pirates)
や
捕
獲
(capture)
に
よ
る
損
害
が
p
e
r
i
l
s
o
f
 t
h
e
 s
e
a
に
よ
る
損
害
で
あ
る
と
判
決
さ
れ
2
 
た
こ
と
が
あ
る
。
か
く
て
、
M
a
r
s
h
a
l
ー
は
、
広
義
に
お
い
て
は
海
上
冒
険
に
従
事
し
て
い
る
も
の
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
一
切
の
事
故
又
③
 
は
不
幸
が
p
e
r
i
l
s
o
f
 t
h
e
 s
e
a
で
あ
る
旨
説
明
し
て
い
る
。
従
っ
て
p
e
r
i
l
s
o
f
 t
h
e
 s
e
a
 
t:
古
い
時
代
に
お
い
て
、
発
生
す
る
一
切
の
事
故
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
て
、
危
険
約
款
の
p
e
r
i
l
s
o
f
 t
h
e
 s
e
a
に
続
く
列
挙
危
険
は
す
べ
て
そ
の
例
示
で
あ
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
英
国
の
危
険
約
款
が
地
中
海
約
款
、
こ
と
に
一
五
二
三
年
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
約
款
を
継
承
し
て
い
る
限
り
、
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
よ
う
。
英
国
に
お
い
て
は
海
上
保
険
証
券
の
危
険
約
款
に
関
す
る
解
釈
が
十
九
世
紀
初
葉
頃
よ
り
変
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
海
上
保
険
者
が
海
上
危
険
を
包
括
的
に
負
担
す
る
の
で
は
な
く
て
、
列
挙
危
険
と
そ
れ
に
同
種
の
危
険
の
み
を
負
担
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
列
挙
危
険
負
担
の
原
則
な
い
し
列
挙
責
任
主
義
の
解
釈
で
あ
る
。
l
 
こ
の
よ
う
に
、
包
括
責
任
主
義
か
ら
列
挙
責
任
主
義
へ
変
っ
て
き
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
は
二
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
d
そ
の
ー
は
列
挙
危
険
た
る
Perils
o
f
 
the 
S
e
a
s
が
M
a
r
i
t
i
m
e
perils
を
指
す
の
で
は
な
く
、
極
め
て
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
総
括
的
文
言
に
同
種
制
限
の
原
則
(Principle
o
f
 e
j
u
s
d
e
m
 
generis)
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
五
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
海
上
に
て
perils 
of 
the 
seas 
六
〇
は
J53 
え
ば
、
で
あ
る
が
、
な
お
、
g
s
o
n
 
v. 
M
a
l
c
o
l
m
 (
1
8
0
6
)
,
 
（
亀
井
）
い
る
。
そ
う
し
て
perils
of t
h
e
 s
e
a
 ~
天
候
・
風
波
の
圧
迫
、
電
撃
、
暴
風
、
岩
礁
、
6
 
と
述
べ
て
い
る
6
Park
も
ま
た
人
為
の
介
在
せ
ざ
る
直
接
的
不
可
抗
力
1
自
然
的
事
故
11(immediate
act 
of 
god、
. ，ヽ
固
し
か
し
て
、
M
a
r
s
h
a
l
l
~
、
現
代
に
お
い
て
は
、
海
上
損
害
が
原
因
（
近
因
1
1
i
m
m
e
d
i
a
t
e
c
uses)
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
perils o
f
 t
h
e
 s
e
a
 ~
単
な
る
海
の
損
害(
m
e
r
e
sea,damage)
を
生
ぷ
し
め
る
事
故
又
は
災
厄
に
制
限
さ
れ
て
い
る
旨
説
明
し
て
砂
洲
か
ら
生
ず
る
事
故
に
限
定
さ
れ
る
without 
the 
intervention 
Of 
human 
agency)
を
も
っ
て
perils
o
f
 t
h
e
 sea..1J ~
し
、
国
t波
の
輝
〖
膠
＜
嘩
豆
郷
r
卑
6碑
曲
に
幽
が
突
、
巫
H碑
〖
な
る
吉
で
故
を
例
示
し
て
い
る。
し
か
し
て
、
彼
が
perils
o
f
 t
h
e
 s
e
a
を
説
明
す
る
に
当
っ
て
引
用
し
て
い
る
判
例
は
G
r
e
e
n
v. 
E
l
m
s
i
i
e
 (
1
7
9
2
)
,
 
H
a
h
n
 
v. 
C
o
r
b
e
t
t
 (
1
8
2
4
)
,
 
(
1
7
8
3
)
等
の
perils
of 
t
h
e
 s
e
a
か
人
為
的
事
故
か
に
つ
い
て
の
近
因
原
則
適
用
の
問
題
を
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
H
o
d
 r 
G
r
e
g
s
o
n
 
v. 
G
i
l
b
e
r
 
元
来
、
近
因
の
原
則
は
十
八
世
紀
後
半
に
Lord
Mansfield
に
よ
る
海
上
保
険
の
学
理
的
研
究
と
と
も
に
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
免
責
約
款
を
挿
入
し
て
特
定
の
危
険
を
除
外
す
る
こ
と
が
除
々
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
損
害
が
担
保
危
険
に
よ
る
か
除
外
危
険
に
よ
る
か
の
因
果
関
係
上
の
問
題
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
例
一
七
八
三
年
の
G
r
e
g
o
n
v. 
G
i
l
b
e
r
t
事
件
の
保
険
証
券
に
は
死
亡
お
よ
び
投
荷
不
担
保
(
F
r
e
e
o
f
 
m
o
r
t
a
l
i
t
y
 
a
n
d
 
⑧
 
jettison)
な
る
約
款
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
生
動
物
の
保
険
に
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
捕
獲
拿
捕
不
担
保
約
款
が
既
，
 
に
一
七
四
三
年
の
G
r
e
e
n
v. 
B
r
o
w
n
事
件
の
保
険
証
券
に
使
用
せ
ら
れ
、
同
じ
頃
か
ら
、
捕
獲
の
危
険
の
み
担
保
の
保
険
も
一
般
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
山
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
B
o
n
d
r
e
t
t
 
v•Hentigg 
(
1
8
1
6
)
 
I.5.4 
と
誤
認
し
て
こ
れ
を
砲
撃
し
沈
没
せ
し
め
た
事
件
で
あ
る
。
包
括
責
任
主
義
か
ら
列
挙
責
任
主
義
へ
の
変
遷
は
危
険
約
款
の
総
括
的
文
言
の
解
釈
上
の
変
化
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
の
危
険
約
款
は
地
中
海
約
款
と
同
じ
よ
う
な
構
文
に
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
危
険
を
列
挙
し
た
後
そ
の
他
一
切
の
危
険
を
負
担
す
る
旨
の
総
括
的
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
の
文
理
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
に
包
括
責
任
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
且
つ
地
中
海
約
款
を
継
承
し
た
大
陸
諸
国
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
英
国
に
お
い
て
も
十
九
世
紀
初
簡u
 
葉
頃
ま
で
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
、
か
つ
て
裁
判
上
の
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
一
八
一
六
年
の
C
u
=
e
n
v. 
Butler 
事
件
に
お
い
て
L
o
r
d
E
―le
n
b
o
r
o
u
g
h
が
総
括
的
文
言
に
同
種
制
限
の
原
則
を
導
入
し
た
。
に
傾
い
た
の
で
あ
る
が
、
総
括
的
文
言
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
と
判
決
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
L
o
r
d
E
l
l
e
n
b
o
r
o
u
g
h
は
「
総
括
的
文
言
の
範
囲
及
び
意
義
に
つ
い
て
ほ
わ
が
国
の
法
廷
で
法
的
解
釈
の
直
接
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
言
は
て
厳
格
な
概
念
規
定
を
な
す
必
要
を
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
件
は
一
英
国
船
が
他
の
英
国
船
を
敵
船
こ
の
よ
う
に
免
責
約
款
の
使
用
、
近
因
の
原
則
の
採
用
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
者
の
填
補
責
任
決
定
上
、
危
険
約
款
の
個
々
の
列
挙
危
険
の
厳
格
な
概
念
規
定
の
必
要
が
で
て
き
た
。
か
く
し
て
、
Perils
o
f
 t
h
e
 s
e
a
も
他
の
列
挙
危
険
と
区
別
し
て
厳
格
な
概
念
規
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
海
上
危
険
一
般
を
意
味
す
る
語
か
ら
海
に
固
有
な
危
険
を
意
味
す
る
語
に
変
っ
て
い
っ
s
U
 
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
Perils
o
f
 t
h
e
 s
e
a
 
砂hu
 
示
す
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
包
括
責
任
主
義
の
下
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
個
々
の
危
険
と
り
わ
け
perils
o
f
 t
h
e
 s
e
a
に
対
し
の
概
念
に
関
す
る
変
化
は
包
括
責
任
主
義
か
ら
列
挙
責
任
主
義
へ
の
過
渡
的
発
展
段
階
を
裁
判
所
は
Perils
o
f
 t
h
e
 s
e
a
に
よ
る
損
害
で
は
な
い
と
い
う
意
見
M
a
r
s
h
a
l
l
や
P
a
r
k
の
解
説
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
（
亀
井
）
Ol 
ー
•9 
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六
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盆
氾
井
）
一ノ‘
海
上
保
険
の
目
的
達
成
の
た
め
に
挿
入
さ
れ
た
に
相
違
な
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
列
挙
さ
れ
た
文
言
に
よ
っ
て
明
白
に
担
保
さ
れ
な
い
よ
う
な
多
数
の
場
合
に
適
当
な
損
害
填
補
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
然
実
質
的
に
し
て
重
要
な
文
言
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
保
険
証
券
の
解
釈
上
こ
れ
に
相
当
な
効
果
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
文
言
は
列
挙
さ
れ
た
危
険
と
同
種
で
あ
り
且
つ
類
似
し
た
事
故
か
ら
生
じ
た
海
上
損
害
を
指
し
且
つ
担
保
す
る
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
⑬
⑮
 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
判
例
は
そ
の
後
の
多
く
の
判
例
に
お
い
て
確
認
さ
れ
、
同
種
制
限
の
原
則
が
総
括
的
文
言
の
解
釈
原
則
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
六
年
英
国
海
上
保
険
法
の
保
険
証
券
解
釈
規
則
第
十
二
条
に
も
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
く
の
如
く
総
括
的
文
言
を
列
挙
危
険
と
同
種
の
も
の
に
限
る
と
い
う
が
如
く
制
限
的
に
解
す
る
こ
と
は
列
挙
危
険
と
そ
れ
に
同
種
の
危
険
の
み
を
保
険
者
が
担
保
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
当
然
列
挙
責
任
主
義
の
登
場
を
意
味
す
る
。
註
山
今
村
博
士
。
前
掲
論
文
・
一
七
二
頁
。
”~ 
P
a『
K
、
A
S
y
s
t
e
m
 
o
f
 t
h
e
 
L
a
w
 o
f
 M
a
r
i
n
e
 
I
n
s
u
r
a
n
c
e
s
、
8
↓
h
e
d
.
 
1
8
4
2
.
 
p.137.; 
M
a
r
s
h
a
l
ー、
O
n
t
h
e
 
L
a
w
 o
f
 
M
a
r
i
n
e
 
I
n
s
u
r
a
n
c
e
、
B
o
t
t
o
m
r
y
、
g
n
d
 
R
e
s
p
o
n
d
e
n
t
l
a
,
 
4
t
h
 
e
d
.
 
1
9
6
1
.
 
p
.
3
8
5
.
 
な
お
、
P
a
r
k
:
!
;
:
海
賊
に
関
す
る
判
例
を
二
箇
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
一
っ
は
判
例
集
(
2
R
o
l
l
.
 
A
b
r
.
 2
4
8
,
 
pl. 
1
0
;
 
C
o
m
b
e
r
b
a
t
c
h
,
 56.)
を
示
す
だ
け
で
事
件
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
二
は
一
八
一
六
年
の
B
o
n
d
r
e
t
tv•Hentigg 
(
1
 
H
o
l
t
,
 
1
4
9
)
で
あ
る
。
M
a
r
s
h
a
l
l
の
捕
獲
に
関
す
る
判
例
も
判
例
集
(
2
R
o
l
l
.
 
A
b
.
 2
4
8
,
 
pl. 
10; C
o
m
b
.
 5
6
;
 
1
 S
h
o
-
.
v
.
 
3
2
2
,
 
3
2
3
;
 
S
t
y
.
 
1
3
2
.
)
の
み
の
引
用
で
事
件
名
は
判
ら
な
い
。
③
M
a
r
s
h
a
l
―、
p
.
3
8
5
.
な
お
、
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
・
―
二
五
頁
で
は
P
a
r
k
(
8
t
h
 
e
d
.
 
p
.
1
3
7
)
も
同
意
見
の
如
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
引
用
箇
所
に
は
さ
よ
う
な
記
述
が
な
い
。
④
今
村
博
士
・
前
掲
論
文
・
一
七
四
頁
参
照
。
固
私
の
引
用
し
て
い
る
の
は
四
版
（
一
八
六
一
年
）
で
あ
る
が
今
村
博
士
の
は
二
版
（
一
八
0
七
年
）
で
あ
る
か
ら
相
当
時
代
が
違
う
。
し
か
し
、
二
版
に
も
同
じ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
今
村
博
士
の
引
用
で
明
ら
か
で
あ
る
。
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
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六
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
M
a
r
s
h
a
l
l
、
p
.
3
8
6
.
P
a
r
k
`
p
.
1
3
6
.
 
拙
稿
•
生
動
物
の
死
亡
と
海
上
保
険
•
関
西
大
学
商
学
論
集
四
の
一
参
照
。
6
 
7
 
⑧
 
⑨
A『
n
o
u
l
d
、
O
n
the 
L
a
w
 o
f
 
M
a
r
i
n
e
 
I
n
s
u
r
a
n
c
e
g
n
d
 
A
v
e
r
a
g
e
,
 
14th 
e
d
`
1
9
5
4
.
 
S.10 
f.n. 
37; 
P
a
r
k
`
p
p
.
1
4
7
~
8
.
 
皿
例
え
ば
G
r
e
e
nv•Elmslie 
(
1
7
9
2
)
や
L
i
v
i
v. 
J
a
n
s
o
n
 
(
1
8
1
0
)
が
そ
れ
で
あ
る
(
P
a
r
k
,
p
p
.
 1
3
6
~
7
)
。
皿
加
藤
博
士
・
ロ
イ
ド
保
険
証
券
の
生
成
．
―
二
五
頁
、
今
村
博
士
・
前
掲
論
文
・
一
七
六
頁
参
照
。
⑫
今
村
博
士
・
前
掲
論
文
・
一
七
五
頁
。
⑬
加
藤
博
士
・
前
掲
論
文
・
・
四
二
頁
。
⑲
Phi
＝ip
s
`
A
 
Treatise 
o
n
 the 
L
a
w
 o
f
 
Insurgnee, 
5th 
ed. 
1867. 
S
.
1
1
2
6、
p.684;
G
o
w、
p.118.
⑮
例
え
ば
B
u
t
l
e
r
v. 
W
i
l
d
m
a
n
 
(
1
8
2
0
)
事
件
に
お
け
る
B
e
s
t
判
事
、
P
h
i
l
i
p
s
v. 
B
a
r
b
e
r
 
(1821)
事
件
に
お
け
る
A
b
b
o
t
判
事
、
D
a
v
i
d
s
o
n
 v. 
B
u
r
n
a
r
d
 
(1868)
事
件
に
お
け
る
W
i
l
l
e
s
判
事
等
は
こ
の
原
則
を
明
白
に
承
認
し
て
い
る
(
G
o
w
,
p
p
.
 
1
1
8
~
9
)
。
包
括
責
任
主
義
の
下
に
お
い
て
は
危
険
約
款
に
例
示
さ
れ
た
個
々
の
危
険
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
海
上
危
険
な
い
し
航
海
に
関
す
る
事
故
の
概
念
規
定
を
行
う
方
が
重
要
で
あ
ぷ
。
こ
れ
に
対
し
て
列
挙
責
任
主
義
の
下
で
は
危
険
約
款
に
列
挙
さ
れ
た
個
々
の
危
険
の
概
念
規
定
を
行
う
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
け
だ
し
、
前
者
は
原
則
と
し
て
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
に
対
し
て
、
後
者
は
危
険
約
款
に
列
挙
さ
れ
た
個
々
の
危
険
に
対
し
て
の
み
負
担
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
列
挙
責
任
主
義
の
下
に
お
い
て
は
保
険
者
の
危
険
負
担
責
任
が
狭
く
且
つ
個
々
の
危
険
の
意
義
が
大
体
に
お
い
て
確
定
し
て
い
る
か
ら
保
険
者
と
し
て
は
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
保
険
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
予
め
予
想
し
な
い
危
険
が
発
生
し
て
も
そ
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
且
つ
損
害
填
補
の
請
求
を
行
う
際
に
そ
れ
が
被
保
険
危
険
か
ら
生
じ
た
事
実
を
証
明
し
な
け
れ
ば
（
亀
井
）
六
四
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註
田
個
々
の
危
険
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
勿
論
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
危
険
を
免
責
す
る
と
か
、
特
定
の
危
険
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
特
殊
の
損
害
填
補
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
②
加
藤
博
士
•
海
上
危
険
論
・
一
―
五
頁
、
葛
城
博
士
•
海
上
保
険
研
究
中
巻
•
四
七
ー
四
八
参
照
。
⑱
海
上
保
険
の
実
際
取
引
で
は
和
文
契
約
形
式
（
包
括
責
任
主
義
）
と
す
る
か
英
文
契
約
形
式
（
列
挙
責
任
主
義
）
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
予
め
は
っ
危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
に
お
い
て
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
亀
井
）
六
五
な
ら
な
い
の
で
、
列
挙
責
任
主
義
は
不
利
不
便
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
包
括
責
任
主
義
の
下
に
お
い
て
ほ
保
険
者
の
担
保
す
る
危
険
の
範
囲
が
列
挙
責
任
主
義
と
比
較
し
て
遥
か
に
大
で
あ
り
法
定
免
責
事
由
を
除
い
て
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
。
け
だ
し
、
予
め
予
想
さ
れ
な
い
危
険
が
発
生
し
て
も
、
そ
れ
が
免
責
事
由
で
な
い
限
り
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
損
害
填
補
の
請
求
を
行
う
場
合
で
も
単
に
海
上
危
険
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
被
保
険
者
が
証
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
包
括
責
任
主
義
は
被
保
険
者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
が
、
保
険
者
に
と
っ
て
は
不
利
不
便
で
②
 
あ
る
。
③
 
以
上
の
議
論
ほ
あ
く
ま
で
原
則
論
で
あ
っ
て
、
実
際
の
海
上
保
険
取
引
に
お
い
て
ほ
両
主
義
間
に
さ
ほ
ど
重
要
な
相
違
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
包
括
責
任
主
義
の
下
で
も
幾
多
の
免
責
約
款
を
挿
入
し
て
担
保
危
険
を
制
限
し
て
事
実
上
列
挙
責
任
主
義
と
何
等
変
ら
な
い
契
約
内
容
を
合
意
し
た
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
ほ
列
挙
責
任
主
義
以
下
に
担
保
危
険
を
制
限
し
て
、
特
定
の
危
険
の
み
し
か
負
担
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
特
約
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
他
方
、
列
挙
責
任
主
義
の
下
で
も
危
険
を
追
加
担
保
し
て
担
保
危
険
の
範
囲
を
拡
大
し
た
り
、
All R
i
s
k
s
の
特
別
約
款
を
用
い
て
事
実
上
包
括
責
任
主
義
を
採
用
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
包
括
責
任
主
義
や
列
挙
責
任
主
義
の
現
代
的
意
義
は
少
な
く
と
も
往
時
の
そ
れ
と
比
べ
て
著
し
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
に
は
海
上
危
険
概
念
か
ら
始
め
て
、
免
責
約
款
や
危
険
追
加
特
別
約
款
の
整
理
・
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
次
稿
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危
険
包
括
負
担
の
原
則
の
変
遷
き
り
し
た
取
極
が
存
在
し
な
い
し
、
両
形
式
と
も
保
険
料
率
の
区
別
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
二
木
恢
知
氏
•
海
上
保
険
の
包
括
責
任
主
義
に
つ
い
て
・
損
害
保
険
研
究
・
十
七
の
一
・
一
七
二
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
両
主
義
間
に
実
質
上
の
相
違
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
(
-
1
一
五
・
七
・
一
五
）
（
亀
井
）
六
六
